『さよならＣＰ』上映運動(2)
『さよならＣＰ』上映運動の第3期総括(新たな地平にむかって)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西上映事務局解散、再出発委員会
総論

　『さよならＣＰ』上映運動を続けてきた。関西上映事務局は、72年7月15日からかぞえて、1年と5ヶ月、その活動を、11月で終わります。組織的には、資料センター・リボン社として活動を続ける訳ですが、私達が実践してきた活動の総括をみなさんの前に明らかにします。私達は、一つ一つの上映の中で、実に様々な問題にぶつかってきました。それは、映画そのものによるアプローチもありますが、障害者差別とは何か、に始まり、それがどのように広がり、障害者達を取りまいているか、を苛酷そのものとして物語っています。私達は不十分ではありますが、それに答える努力を続けてきたことを誇りとしています。
すでに上映運動の総括は過去3回にわたって明かになっています。ですから最終的なこの総括は、上映運動が始まってから大きな流れによって大別された｢３期｣目、すなわち前回の総括以降を中心にすえて行いたいと考えます。

　第３期上映運動は、｢自立→解放｣を目指した｢障害者｣自身の組織化。そしてその事を通じて法則性を見つけ出し定式化していくことが中心にすえられ、その中での我々の課題としてより一層の上映運動を推し進める中でより様々な人々との関係性をつかみ、具体的な成果を勝ち取っていこうということが問われていました。第3期上映運動は｢グループ・リボン｣により切り開かれたのですが、ただ単に｢グループ・リボン｣が突然でてきたのかの様に考えるのはまちがいです。やはり上映運動の着実な歩みによる大きな成果だとみなければなりません。この大きな成果をいかに発展させていくのか、これが第3期上映運動です。私達は当然のこととして上映の更なる推進という道をとったのですが、実際のところ、この間の上映はほとんど発展しませんでした。この事は上映を行う団体が現在の私達の力量からみてもう底をついているということです。
しかし、｢力量｣とは発展するものです。それは何によってでしょうか。主要には実践によってです。

上映が進まないという困難な状況で、私達の活動は｢グループ・リボン｣の支援に集中されていったのですが、このような状況に応じた柔らかな対応(私達はすでに総括されているように、上映運動こそが全てだ)とはサラサラ思っていない。障害者解放運動のほんの一端として、また反面強力な武器として考えている。位置づけよりも実践に重きを置くという考え、様々な団体・個人に上映を呼びかけそれらの人々に依拠した形での上映を行い、指導を行い、討論を持ち、運動を発展させていくという方針が、この種の差別糾弾闘争によく見られる“コップの中の砂嵐的”現実を、ある程度突破し、｢グループ・リボン｣という大きな成果を創ってきました。そしてそれ以後の数々の具体的な成果、大阪青い芝の会、友人組織、グループ・ゴリラ、各地区グループ・ゴリラ、リボン等の結成にもつながってきました。しかしこのつながりはわずか3ヶ月(長い準備期間があったとしても)の間に作られた驚くべき“大飛躍”でした。これは概ね、マスコミペースで運ばれ、すべてが私達の力だとはいえないのです。確かにぱっと拡がりはしましたが、それ以降、古い活動家が若干抜けていったのもいなめない事実ですし、一時、全体の活動が停滞したこともありました。これは一体どうしてでしょうか。私達は、自分自身の手による｢実践｣－これはおのずと困難を伴うが、この困難がおのれの｢力｣となるのでなく、私達が、上映運動を推し進めようとした立場と真っ向から対応するマスコミの｢力｣によって一部形成されたたからで、なるほど広範な人々を結集できましたが、様々な｢考え｣を持った人々が集まり、当然、ヘゲモニーを持たなければなければならない、私達の｢力｣が、困難を乗り切り、実践を通じて血となり、力となりきっていなかったため、様々な人々に振り回される結果になったのです。
すなわち、“大飛躍”を十分に活用できなかったのが事実です。私達は自分自身の力を第一に考え、私達の力を十分見てとり、その上で広範な人々を結集し、結集する中で、私達の力を育てていかなければなりません。また、そのためには色々な闘う人々と意見の交換、情報の交換を行い、日常的な連絡を保っていくことが大切です。関西上映事務局はその運動における位置の責任上、このことが不十分であったことを反省し、今後の新しい出発に生かさねばならない、と概ね考えています。
具体的な個々の運動のまとめ、3期目を取り巻く状況
　ここでは、私達が関わってきた一つ一つの具体的な運動の反省を中心に行います。総論でも述べたように、上映運動は障害者解放運動のほんの一端であるし、｢それが全て｣ではさらさらありません。また、映画を映すことによって、解放運動を発展させていこうということを目的意識としてもっている私達は、映画を映すことにおいて、その責任を十分果たし得なければなりません。解放運動に対して十分な認識を持つことがこの責任を果たす一つの条件です。それは言い換えると、障害者解放運動のための映画(武器)ということです。だからこの認識はやはり一つ一つの具体的な障害者差別と闘うことによって培われるし、そうであるべきです。私達は｢養護学校義務化阻止｣｢優生保護法改悪反対｣を中心にすえ、府中療育所移転阻止闘争、山口君の神大聴講を勝ち取る闘い、あっちゃん問題、Ｎ君問題を取り上げてきました。第3期に入ってからはグループ・リボンの映画制作、あるいは、高橋さんの夜間中学入学の闘い、年金・生活保護獲得の闘い等々です。1．2期の個々の運動(上映運動との関係が重要な面であるが)は、｢障害者問題連絡会議｣を生み出し、それが運動の中心を担う組織となりました。これが1．2期の大きな成果です。第3期の運動は｢大阪青い芝の会｣を生み出し、それが｢障問連｣に取って代わる形で運動の中心になりました。｢大阪青い芝の会｣が第3期の大きな成果です。
では、私達が力を注いでいた｢障問連｣は第３期に入ってどうなってしまったのでしょうか。「大阪青い芝の会」が勝ちとられたから「障問連」はもう御用済みといって、“ポイッ”と捨ててしまったのでしょうか。一見そのように見えますが、そうではありません。障害者解放運動が、障害者の自立過程におけるあらゆる差別をはね返し、大衆的な広がりを持ったものであるなら、障害者自身の自立→解放を目指した組織が生れ出た状況では、それが｢障問連｣に取って代わるのは当然ですし、このことは前進です。そして｢障問連｣は最初からそれを目指していました。｢障害者解放は、障害者自身の手によって｣という私達の基本的な方向です。“ポイッ”と捨てたのではなく、｢障問連｣の中身が変り発展したといえます。このことが基本的な事柄です。しかしながら｢障問連｣には｢障問連｣の固有の機能があります。情報の収集や経験の交流、そしてそのことによる各運動、各団体の均質化と地域的な広がりです。｢障問連｣が実質的に、上映事務局と代表世話人、数名の個人でしかでしかなかったために、これら固有の機能の発展は不十分でした。その原因は各運動の現場の差し迫った要求から出発できなかった点にあるし、そういう関西的状況であった。それを第3期に発展できなかった点は、｢大飛躍｣に振り回されたからで総論に述べています。これがもう一つの面で重要な側面です。
　私達、は様々な問題を具体的な障害者差別として取り組んできましたが、決して満足のいく形ではありません。担当者のみにまかせたり、責任を最後まで持たなかったことも一部あります。第3期に入って｢大阪青い芝の会｣や｢グループ・リボン｣などの自立組織が生れるという状況で、私達の意識は、｢映画の役目は終わった｣という感が強く、そのことと私達は｢さよならＣＰ｣を上映するという一般的な形で障害者問題をやるという点、それには前の方でも述べた様に個別の事が大切だという性格上、より一層何でも屋的なものになってきました。良い意味でいうならば運動体へ脱皮してきたということです。これは最初からの方向ですし、当たり前の良いことです。しかし、総論で述べたように、“大ぶろしき”のなんでも屋という面が多々あります。一般と個別のつながりが不十分ということです。私達は概ね一般の立場にとどまり、主体的な各運動への参加が不十分で、そのくせ、理由をあげつらい、行動で示さない悪い傾向がでてきました。事務所に集まる各組織にも十分な対応をとらず、そのくせ、｢ガンバレヤ｣的な意見が現れる。これらのことは、私達、上映事務局の思い上がりである。第3期後半に入ってからの上映事務局の低迷は、思い上がりの悪い傾向が出てきたからであり、低迷が悪い傾向を生んだのではないことを私達ははっきりと思い知らねばなりません。
これから
　現在、私達の運動は、夏期キャンプに現われているように、200名も結集できる程、また、関西規模でキャンプが持てる程大きくなっています。｢青い芝｣｢リボン｣｢ゴリラ｣も定着し、量的にも、官製の諸組織や既成左翼の領導する諸組織に負けない一つの潮流になりかけています。｢青い芝｣の地区同対共闘への参加に見られるように、地区的な定着も起こりつつあります。
　第3期で培われたこのような大きな成果をいかに飛躍させていくかが｢これから｣です。無条件の大ぶろしきはいけません。私達の総括をいかに自分たちのものにしていくかです。私達が一つの潮流になったとしても、差別－分断を自分達の支配と金もうけのために使っている敵にとっては｢いたくもかゆくもない｣ところです。問題は、どのような質で闘い続け、他の潮を領導し、本当の意味で敵に打撃を与えるかです。そういう状況を作っていかなければなりません。そのために、私達は一体何をすれば良いのでしょうか。
　障害者自立組織が定着した現在、私達が障害者問題に関心を持ちましょう。さよならＣＰの上映ばかりに走り回るのは少々的はずれです。その自立組織の支援に活動が集中するのが当然で、ただ一般的に｢支援｣といってみてもしょうがありません。私達が、さよならＣＰという共通の課題＝武器を持ったがゆえに、一定の成果を生み出してきたことを見て取り、どういう物＝質で支援していくかが問われているのです。総括からいくと確実な情報と経験の交流－……的なまとめ、ということになります。このことは、おのずと、資料活動－出版活動というイメージです。私達が私達の運動によって生み出した諸組織に十分責任を果たすためには資料活動の方向は自立組織が定着した、もしくは定着しつつあるという状況において、大変好都合ですし、個別の一般の結合にも好都合です。なぜなら、現場の生の声は、その闘いの中に入ることによってしか得られないからです。また、パンフレット｢障害者からの証言No.2｣なんかは現実の差し迫った課題です。
　私達がいかにきっちり運動をやってきたかをみるには、いかに格調高い総括の文章を出したかに、あるのではありません。一番大切なことは、私達の良い点、悪い点を明かにしたまとめをこれからまじめに実践の中でまちがっていないかどうかを確かめていくことです。これからがいい加減であれば、今までもいい加減であったことと違いありません。そうならないためにも、身近のところから一つ一つキッチリとやっていかなければなりません。会議一つ例にとっても｢できるだけ簡単にすまそう｣ではなく、納得のいく形で聞かなければなりません。こういう一つ一つの事柄が私達の質のあらわれであり、今までのマイナスの一つの要因であることを考え、これからは｢キッチリ｣やろうでなければなりません。
　以上がさよならＣＰ関西上映事務局解散、資料センター・リボン社設立のための、上映事務局………で採用された概括です。（1973．11．17～18）今までにたくさんの人々の御協力をいただきました。大変ありがとうございました。今後とも、今まで以上によろしくお願いいたします。なお、従来の上映事務局の財政、事務は、リボン社にひきつがれることになりました。総括部分についてのご質問があれば、リボン社にご連絡下さい。
上映回数　約116回、観客動員　推定2万人

『さよならＣＰ上映会チラシから
｢健全者｣告発の｢障害者｣自身による映画

“さよならＣＰ”上映集会
　＜疾走プロ制作＞

　　☆時　　(1973年)6月30日(土)　午後6時

　　☆所　　尼崎市立労働福祉会館

☆主催　社会福祉労働者評議会(準)

　　　　兵庫労働者共闘(準)

＜よびかけ＞　私たちが毎日、歩き、食べ、仕事をしているこの｢反映｣した社会が｢障害者、といわれる人たちを全く排除しつくした上で成り立っている。……そしてそのような社会構造を支えているのは、まさしく私たち｢健全者｣の｢『障害者』は生れてこない方が良かった｣という差別。選別意識である。
　この映画｢さよならＣＰ｣はＣＰ(脳性マヒ者)が健全者への同化を一切否定し、明確な自己を主張した映画である。私たちは、労働者として彼らの告発を｢謙虚｣に受け止め｢障害者｣の生活権、労働権、教育権を養護する闘いを自らの職場の中でどう構築していくのか、今、1人1人に問われている。現在｢障害者｣自身が、自らの生活権、労働権、教育権獲得に決起した多くの闘いに、｢健全者｣である自らの立場性を明確にした上でのみ、彼らと｢連帯｣し得るのだ、ということを確認し、今すぐ闘いに結集せよ！
· 国家と兵庫県による｢障害者｣差別、選別、抹殺、隔離、収容の｢福祉｣、行政糾弾、解体！

· ｢障害者｣差別による片平さん不当解雇粉砕！すぐに職場復帰させよ！

· 荒木裁判闘争勝利！

· 府中療育センター移転阻止

· 優生保護法粉砕

全ての地区、学区、職場で｢さよならＣＰ｣を上映しよう！
　　　｢C.Pとは脳性マヒの英語略である｣　「さよならＣＰ」関西上映事務局
全てのみなさん！

　この映画は、脳性マヒ者の生活を映画でとる側とカメラを持った映画をとられる側の動作で追い続ける映画です。ですから当然、ＣＰの人々にある言語障害が身体障害がもろにフィルムの現実にあい、見ている健常者は、これがＣＰ者の現実であることを認識しなければなりません。現実に字幕や注釈は必要ではありません。一度見てわからなければ、二度見なければならない………それが人間らしいあり方を求める人間の態度です。
　なぜ、信号のある所をいざり歩くのか！なぜ、人の手を借りずに電車にのるのか！なぜ、カメラを健常者に向けるのか！

　障害者解放は、｢障害者解放｣という単なる言葉のきれい言ではすまされない。あなたが大切に、大切にしがみついてきた心の中にあるものがくずれ落ちるのを知るだろう。ＣＰ者の動作の中に、この映画の中に、人間の現実と、未来と、そして解放がある！

｢さよならＣＰ｣関西上映事務局第一回学習会への招待

　さて事務局の方々、我々は過去20数回にわたる上映活動を通じて、｢障害者｣といわれる人々の生活に関する多くの問題に直面してきました。そして、多くの事を意識してきました。そして、多くの現実に埋没しようとしています。我々の活動もようやく予備的段階の終末を迎えようとしています。我々は、現実の壁に、その鋼鉄の壁に、新たなる衝撃を加えようとしています。我々はもう加えねばならぬ時がきています。そこで、多少とも完備した理屈もこねて見ようではありませんか。強靱なる理論も持とうではありませんか。過去の現実から学びとることも必要です。そして、明日に向かってともに前進しようではありませんか。さてみなさん、我同士諸君！！最近、社会福祉の拡大を叫んで、銭ばかり増やし（あまり多くない）、自分の………汚れた面に仮面にかぶる、輩がうようよ出てきました。そして、世の中のみなさんは、よろこびととまどいと疑問とを抱いて、目隠しをされようとしています。そこで、我々は、目隠しをはぎとるために、福祉国家幻想を打破するため、我同志、河野ヒゲ同志を囲んで、学習会を大々的に開きます。
　　期日　(1973年)　1月27日(土)　7：00p.m～
疾走プロ作品

さ よ な ら ＣＰ
　CPとはCerebral Palsy＝脳性マヒの頭文字である
オレはきみの肉体を視る！

きみはきみの肉体でオレを視よ！

凝視られることによって、凝視るものの視線を灼き尽くす、旋律の肉体をこそ。

私は、そして、あなたは、身をもって、血を流しつつ、闘いとらねばならない。

＜障害者＞の解放とは………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さよならＣＰ関西上映実行委員会

73　第2回　試写会ご案内

　恒例のさよなら、ＣＰ試写会を下記において開催します。

　地区上映、学区上映、等を推し進めるために、仲間をつれて是非ご出席ください。

　　2月26日　PM6：30

　　場所　関西上映事務局にて

　　　　　国鉄　新大阪駅前

なお、現在ＣＰ集団、グループ・リボンが映画、カニは横に歩く、を制作中です。

介護等、みなさんの御協力をお願いします。
自主講座への招請状
　　　　　　　　学大「障害者」解放研究会

前回の自主講座では｢労災の闘いに『障害者』解放の質をいかにもちこむか｣を課題にして｢労災の闘い｣のもつ意味を考えてみました。

　労災、職業病が資本主義｢合理化｣のもとに激増している今日、私達は、労働者の生命を守る闘い、生きる権利を守り抜く闘いを反合理化闘争の環として、資本主義体制の根底をゆるがす闘いとして形成していく必要があるだろう。労働者が生産現場を含めた全ての生活の場を資本家に拘束され、いつ資本の犠牲にさらされるかも知れない状況を見抜かねばなりません。
　労災・職業病は矛盾の環である。1971年の労災による死亡者は6200人、労災保険の新規受給者は約170万人(交通事故による死傷者約98万人、火災事故1万人)で、年々、死亡事故、災害の大型化が目立ってきている。そして、下請け季節工が本工の2～3倍の割合で大企業と中小企業が1：６の割合で労災が発生している。すなわち、中小未組織労働者は、賃金、労働時間、退職金、社内福祉、施設などで格段の差があるだけではなく、何倍もの労働災害の発生する危険な労働環境の中で日々労働していることになります。(中小未組織労働者に依拠しなければならない。)
　資本は近代的労務管理の三本柱｢目標管理｣「ＺＤ運動」(｢無欠点運動｣)｢提案制度｣を取り入れ、「労働者に会社を動かしているんだ」という幻想を与え、労働時間の競争をあおり、内部に分断を持ち込むことによって70年代をのりきらんとしています。

　私達は「孤立した１人１人の労働者災害、職業病の被害者が行政権力と資本に対し、鋭い対決を迫る階級的視点をもった先進的苦闘を持続していくことによってこそ、この闘いの道は開かれているし、運動の環の広がりが保障されている」(季刊労働No.3)ことを踏まえなければなりません。

　被害者意識－｢障害者にはなりたくない。｣－自らを労働商品として有効であり続ける闘いから｢障害者｣と共闘できる質及び被害者自らが自分自身の“生きる”ということを実現することを踏まえた上での資本、行政権力に対する徹底的な闘いへといかに発展させるかが今後の課題であります。　

　以上、まとまりがついていないのですが、今後整理のついた段階で再度提出することにして一応の報告とします。

　次回は、９月９日(土)(６時～天分ホール)、「被爆者の闘い」を予定しています。自分たちの医療を奪還しようと、今着実に進んでいる高陽病院建設の闘い等、私達がそこで学ばなければならない質を非常に多く内包している闘いだと思うのです。９日に自主講座においては闘いの内容を知ることにとどまってしまうかもしれませんが、まず、知り合い、その上で、私達がどんな闘いをするのかを今後出していくことが必要と思われます。
　また、そのことにも関連しますが、９月２２日第一期自主講座の中間総括をします。自主講座の中で確認してきたことは、もちろん、各戦線、各人のこれまでの闘いにおいて獲得してきたものをそれぞれもちよって｢障害者｣解放闘争を更に深化していく一つのステップとしようではありませんか。

　｢障害者｣解放という課題はやっぱり難しい課題であるし、その闘いもまだまだ未熟です。また、あちらこちらで真剣な闘いがいろんな人によって闘われ続けているにもかかわらず、その闘いの共有がいまだうまくはかられていません。私達が自主講座にめざしたものの一つは｢障害者解放戦線の構築に向けた一つの連絡会議的な機能を果たすものとして設定することでした。２２日の中間総括に私達が自主講座の中で何をどこまでやりきれたか、また、一体何が不十分であったかをそれぞれの闘いを踏まえ、主体的な総括をもちよって下さることを切に訴えます。
　もうひとつ、９月１３日、さよならＣＰを学大池田分校で１時半から上映します。単に上映するだけでなく、ともに｢障害者｣解放の闘いをつくっていく足場として上映集会をやりたいと思っています。

万難くりあわせて結集をよびかけます。

映画｢さよならＣＰ｣は＜世界＞を視たか？

＜かれら＝脳性マヒ者＞にとって＜オレ＝健全者＞の肉体とは？
　映画の主人公の最初の決意
　　　視点を逆転すること　　　　　　　　　横塚晃一
　　　　　　こんちくしょう、撮られてばかりいて、よし、俺の方からとってやれという………
　　　肉体を晒すこと　　　　　　　　　　　横田　弘
　　　　　　スピードが遅くて、みじめで、それで何が悪いんだと…………
　　　かれのカメラとオレのカメラ
　　　かれの肉体とオレの肉体
　　　　　　オレはきみの肉体を視る
　　　　　　きみは、きみの肉体でオレを視よ！
　　オレはかれらを凝視し続けられるか？
－行為(アクション)のリフレイン
　　撮ることは連帯なのか、敵対なのか
＜場＝映画＞が産んだ＜言葉＞
　　　　　　自分の世界があらわれると思っていたことは実は幻想だったのでは………
　　　　　　………もののみごとにぶっこわされちゃった、何ていうか、結局僕は、保護されて……
－現在(いま)
＜かれら＝脳性マヒ者＞と＜オレ＝健全者＞という＜関係＞は突破できたのか？
＜映画＞は＜世界＞を視たか？
　ぼくら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘’72　疾走プロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16ミリ　モノクロ　1時間22分

映画　さよならＣＰ　を見ませんか？

あなたはＣＰということばを知っていますか？
　　　　ＣＰとはCerebral Palsy＝脳性マヒの頭文字です。
あなたは身体障害者と直接話したことがありますか？
この映画はＣＰ者の人たちの自己主張を映像化した作品です。
映画　さよならＣＰ
　よく障害者も同じ人間なのだという言葉を聞く。それは障害者の側からもいわれるし、健全者の側、特に福祉関係者や障害者問題に関心を持つ人達の間からも口ぐせのように聞く言葉である。しかし、果たしてそうなのだろうか。この安直に使われる言葉に反発を感じ、いや、絶対違うのだと思ったことがドキュメント｢さよならＣＰ｣を作ろうとした主な動機である。
　　　　　(中略)
私はこの映画で何をやってきたのであろうか。ただ言えるのは、己の健全者幻想(己の肉体とは関係なく健全者を目標とし、自分も何時の間にか健全者になったつもりで全てを思考し発言する)とたたかってきたということであり、これからもたたかいつづけなければならないということである。

－横塚晃一
　　　　　　　　　　　　　　　上映は
　　　　　　　　　　　　　　　1月29日(火)　午後6時から
　　　　　　　　　　　　　　　神戸ＹＭＣＡで、おこないます
“さよならＣＰ”上映に関して！
　　　　　　　　　　　　ＣＰ上映実行委員会
我々が生きているのは社会である。しかるに過去、現在まで社会あっての人間であり、人間あっての社会ではない。関西大学における…………、入学差別などにおける、関西大学における支配体制－教育体制そのものが社会における一連の……・差別を創り出す基盤の一因であることを考えなければならない。

　ここにおいて、一連の作為的現象すべてに手をつけることができない。我々が、まず“さよならＣＰ”上映を行動の契機としたのは他の現象よりも強い関心からである。根本姿勢として、究極には社会変革をめざすであろう。その一段階前の目標として障害者をきりすててある今の社会に障害者自らが、障害者、健全者という区別のない社会(特殊学級の廃止、病院の隔離阻止)一個の人間として立場を築いていく時に、今の社会をつくりだした我々の責任の一端として、介護者集団としての我々を自覚し、あくまでも一個の人間としてのつきあいが）できるよう自己変革を試みることである。とにかく、この映画の中にある障害者周囲の眼は差別の眼であり、我々の眼である。今、我々は健全者の障害者に対する差別の総括をし、共に考え、行動しようではないかということから、この映画の上映があるのです！
　　　　　　“さよならＣＰ”上映

とき　　6月4日　　　2時40分より
ところ　
　　　　　　　　　　　　　入場無料
その他の上映情報
・8月19日　PM6:30　(1972年)　　　 東淀川勤労者センター　 講演　八木下浩一

・西神戸上映集会　9月9日(1972年)　　神戸勤労会館
・南大阪上映集会　9月10日(1972年)　 あべのＹＭＣＡ　　　講演　横塚晃一
・9月20日　3時　(1972年)　　　　　　教養　Ｂ108　　山口君の聴講をかちとる会・神大生協
・9月26日　6時（1972年）　　　　　 大東市民会館    大東障害児の学習権を守る教師の会

・9月27日　6時　(1972年)            大東市民会館

・9月15日(金)　PM6:30より　　　 森ノ宮青少年会館ホール　筋ジストロフィー症の人々を守る会
・12月16日(土)　7時～9時　　　　長田公会堂　　　　　　　関西上映実行委員会
その他の情報
緊急連絡！

　＜東京都庁前すわり込み団からの緊急要請＞

　府中療養所強制移転は、近日中に行われるかもしれない。その手始めとして、都庁前すわり込みテントに対する、権力導入－テント撤去を、9．27に行う旨の情報が入った。9月27日PM１時までに東京都庁前に結集してほしい・

　以上です。各団体、個人におかれましては、9月27日の緊急動員に最大の取り組みをなされるよう、

心から要請します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(さよならＣＰ関西上映実行委員会事務局)

３．9．10　特別試写会に向けて
　　　　　　　　障害者問題資料センター・リボン社

　1973年11月さよならＣＰ関西上映事務局は、1年と5ヶ月、その任務を終え解散した。引き続き我々は新たに障害者問題資料センター・リボン社を設立した。
　さよならＣＰ関西上映事務局は、関西における障害者の自立と組織作りにと重要な位置を占めてきた。上映運動と個別の障害者差別に対する闘いが、グループ・リボン・ゴリラ、そして｢大阪青い芝｣を生み出した。前回の夏季キャンプに200名結集と量的にも発展を遂げ、大阪青い芝の地区同対審共闘への参加にみられるような地区的な定着も起こりつつある今、また我々の｢さよならＣＰ｣上映運動が一段落したのも相まって、我々は新たな役目＝自立組織への共同の闘いへ全力を集中するという闘争が方向づけられた。我々自身の力量を発展させるためにも、様々な戦う人々、団体との意見・情報交換を行っていくことが必要であり、また自立組織の戦いのナマの声を収集し、資料として出版し、一般に広める宣伝活動の必要性により、｢障害者問題資料センター・リボン社｣が創られた。
　我々は我々に課せられた任務が軽くないことを十分に知っている。が、我々はこれまで共に戦ってきた、また戦おうとしている障害者・健常者の多くの支援を得て、我々が直面している課題を成功のうちに成し遂げるであろうことを確信している。我々リボン社は、その責任ある仕事を共に戦っていくにあたって、障害者自身の深い価値観と経験をつねに身近に感じるであろうし、これまでと同じように戦う障害者とその中核となる青い芝の闘争と勝利から、はげましを得、またそれによって導かれるであろう。我がリボン社の際だった特徴は、各メンバーが固く団結していることであり、グループ・リボン、ゴリラ、青い芝及び障害者大衆と切り離し難く結びついていることである。この団結と結合が責任を生み出し、我々のあらゆる勝利のつきることのない源であり、新しい未来への保証であったし、これからもそうなることであろう。
　我々は今、優生保護違法・地区巨大コロニー設置・養護学校義務化などと政治・行政・教育・文化の面で障害者への抑圧をさらに強化させようとする社会の流れの中にある。また障害社解放を唱えながらも異なるグループの様々な流れの中にある。状況は悪化され、一刻の猶予も許せない事態にある。障害者は立ち上がらずをえず、自立組織は戦わずをえず、そして、我々はその共同の戦いに集中し、共に闘っていく。

障害者問題資料センター・リボン社設立方針レジュメ
社則　1．思いついたことは、自分の責任で推し進めよ

　　　 2．1人の責任は全員が、全員の責任は1人が負うべし

　　　 ３．なんでも相談するべきこと
　　　 ４．社中の人間は兄弟のごとくあるべきこと
　　　  5．会して議す、議して決す。決して行う。行って後、質をとる。

営業目録　１．調査　２．情報収集　3．分析　４．情報組織化(出版、ニュース)

　　　　　　５．販売(出版分　　上映分＜カニは横に歩く－＞)　6．記録

　　　　　　７．運動(直接参加、創出)調整　　８．その他

役職　(毎週土曜日、リボン社理事会→理事会ニュース発行)

　　　　理事代表事務局　２名(財政を含む)

　　　　調整

　　　　出版

　　　　上映

　　　　販売

　　　　記録

リボン社の位置　　規約なき運動組織体

　１．障害者差別とは何。　非存在の実存、　障害者解放運動→価値観の創出とその実践

　　　　 　　　　　　　　　障害者と健全者の関係　　階級関係の新たな旅立ち

　　　　　　　　　　　　　 存在としての障害者と障害者の特質
　２．障害者を取り巻く現実　施設、地区、生活、政治、行政、教育、価値観　運動－30の流れ

　３．リボン社の…約　　　未来の共同　　　　切り結び　　　新しい回路　　　　新しい解体

　４．情報の組織化　　我々が一丸となって、運動を創り、飛び込むこと。

　５．さよならＣＰ上映運動の引き継ぎ　　　　人、物、組織、運動、地区

　
PAGE  
10

